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地域によろこびの
種をまく

JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

オ ン ラ イ ン

かやは な
オンラインショップ

JA岡山JA岡山
各種媒体で情報発信

岡山市に誕生する
文化芸術の拠点
岡山芸術創造劇場 ハレノワ

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

・冷凍シーフードミックスの他に、お好みで冷凍えび
やあさりの冷凍や水煮を追加しても美味しいです。
・ゴボウ、レンコンはカットして水煮状態のものを使
用すると時短で簡単に調理できます。

Point!

ノートルダム清心女子大学  食品栄養学科 学生考案レシピ

材料（2人分）

海鮮卵とじ丼

❶ゴボウはささがき、レンコン・ニンジンはいちょう切り、黄ニラは3～4㎝
程度に切る。

❷❶の材料をそれぞれゆでる。
❸＜調味料A＞とシーフードミックスをフライパンに入れ煮立たせる。
❹ ❷でゆでたゴボウ、レンコン、ニンジンを加え軽く煮込んでから溶いた卵
を加えふたをし、半熟状態まで火を通す。

❺ご飯の上に❹をのせてから、黄ニラと小口切りにした青ネギを散らす。
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今月の折り込み 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか令和５年度柑橘苗木注文申込書
2023年９月号カタログショッピングチラシ

　今回のあぐろグラムでは、９月１日にグランドオープンする「ハレノワ」について紹介いたします。
　ハレノワは、市民に長年親しまれてきた岡山市民会館と岡山市立市民文化ホールに代わる新しい文化
芸術施設です。「魅せる」「集う」「つくる」というコン
セプトに沿って、優れた舞台芸術作品の鑑賞機会の
提供や、アーティストと市民が出会う体験型ワーク
ショップなどでの交流、演劇・ダンスの作品創りなど
を行います。
　魅力ある公演の開催が予定されていますのでぜひ、
ハレノワ公式サイトをチェックしてみてください。

編集担当　難波　昭浩

農を担う
青ネギ農家　内田 幸治 さん
牧石地区………10ページ

農を担う
青ネギ農家　内田 幸治 さん
牧石地区………10ページ

農を担う
青ネギ農家　内田 幸治 さん
牧石地区………10ページ

特集「営農振興計画」のあゆみ

ご飯…………………………… 1合
シーフードミックス ……… 140ｇ
黄ニラ…………………………20ｇ
ゴボウ…………………………30ｇ
ニンジン………………………20ｇ
レンコン ………………………30ｇ
青ネギ…………………………少々
卵 …………………………… 2個

＜調味料Ａ＞
白だし…………………… 大さじ3
みりん…………………… 大さじ３
水 …………………………170cc



・米の安定多収と省力化生産技術の確立として、ドローンによる葉色診断結果に基づき、ＧＩＳ地図
システムに測定データの入力・蓄積を行いました。

・麦類の高品質生産対策として、小麦「ふくほのか」について、タンパク含有量向上の実証試験を行い、
化成肥料14-14-14＋実肥硫安区が収量、タンパク含有量において有効であることが確認できました。

・園芸品目の生産拡大のため、営農振興支援事業の組合員への周知を継続して行い、管内農産物の生産
拡大ならびに果樹の新改植による園地更新を図りました。

・「おかやま四ツ星☆子牛育成マニュアル」を活用した飼養管理技術指導、県の基幹種雄牛を活用した
交配指導を行いました。

・担い手サポートセンターと連携して農業経営セミナーを開催し、インボイス制度の説明会を実施しま
した。（参加人数:１８３名）

営
農
振
興
計
画
の
基
本
方
針
と
重
点
実
施
事
項

　
当
組
合
で
は
、農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
の
変
化
と
政
策
展
開
に
鑑
み
、

環
境
と
の
調
和
を
保
ち
な
が
ら
生
産
性
を
確
保
し
、
農
業
経
営
と
地
域

の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
、
今
後
の
営
農
振
興
の
指
針
と
な
る
べ
き

実
効
的
な
取
り
組
み
を
「
営
農
振
興
計
画
」
と
し
て
策
定
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
方
針
は
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
基
本
目
標
お
よ
び
組
合
員
の
農
業

経
営
上
の
課
題
や
要
望
、
さ
ら
に
は
課
題
の
重
要
性
や
緊
急
性
を
鑑

み
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
取
り
組
み
を
取
り
入
れ
、 

①
農
畜
産
物
の
生
産
振
興 

②
販
売
戦
略
の
強
化
と
販
売
体
制
づ
く
り

③
営
農
指
導
体
制
の
充
実 

の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
農
産
物
と
担
い
手
に
関
す
る
農
業･

Ｊ
Ａ
の
永
遠
の
テ
ー

マ
で
あ
り
、
継
続
し
た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
重
要
な
課
題
で
す
。
　

　
い
ず
れ
の
課
題
も
行
政
、
市
場
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
、
協

力
無
く
し
て
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
、Ｊ
Ａ
職
員
自
ら
が

自
己
改
革
の
意
識
を
高
め
、
内
部
の
連
帯
意
識
と
組
合
員
の
皆
さ
ま

と
の
一
体
感
を
強
め
、
営
農
振
興
計
画
の
遂
行
と
新
た
な
Ｊ
Ａ
づ
く

り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和４年度の基本方針の取り組みの一部を紹介 FEATURE
This month's

今月の特集

特
集 「
営
農
振
興
計
画
」の
あ
ゆ
み

営
農
振
興
計
画
は
令
和
４
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
に
か
け
て
、
当
組
合
が
組
合
員
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
取
り
組
む
べ
き
営
農
振
興
の
基
本
方
針
と

行
動
計
画
、
営
農
セ
ン
タ
ー
別
の
重
点
実
施
事
項
と
行
動
計
画
を
示
し
た
も
の
で
す
。

今
月
号
で
は
、
営
農
振
興
計
画
の
趣
旨
や
、
基
本
方
針
と
考
え
方
な
ど
、
沖
田
営
農
セ
ン
タ
ー
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

農畜産物の
生産振興

1
販売戦略の強化と
販売体制づくり

2
営農指導
体制の充実

3

営農振興計画のスタンス

農作業受委託･労働支援

農産物価格の安定

低コスト･省力化･安定生産技術の確立

経営規模拡大に向けた支援

特色ある農産物産地づくり

販売体制の充実

法人化･集落営農の支援

担い手の育成

農 家
（現場）
ニーズ

JA岡山

農畜産物の
生産振興

販売戦略の強化
と販売体制づくり

営農指導体制の
充実

農産物の品質･
生産性向上技術の導入

基本方針1　農畜産物の生産振興

・ＪＡ岡山米の安定取引および実需者との結び付きを強化するため、米卸、実需者等との商談を延べ
49回行いました。

・令和４年産米において関係部署および販売先との商談を行い、消費者直接販売を３，６７６.５俵行い
ました。

・モモ、ブドウの需要期に合わせた安定出荷販売を行うため、重点取引市場（関東、関西、地元市場）
との連携により安定取引を行いました。（モモ：３７８㌧／前年対比１６６％、ブドウ：６５２㌧／前年
対比97％）

・新型コロナウイルス感染症の影響により、県内外イベントが制約される中、岡山駅地下の「エキチカ
ひろば」で管内産のモモ・ブドウ（７月）、イチゴ（３月）の販売促進フェアを行いました。

基本方針2　販売戦略の強化と販売体制づくり

・ＴＡＣリーダー会議を月１回開催し、営農指導体制の拡充につなげるとともに、担い手情報、各種
試験の取組結果、課題実践の進捗状況等の報告を行い、情報共有と連携強化を図りました。

・ＴＡＣ指導員の課題実践の取組成果報告会を開催し、活動内容について情報共有を図りました。
・全農と連携し、肥料・農薬メーカーとの同行訪問（商品紹介）を行い、担い手農家等への訪問強化を
図りました。

・本所指導課職員による基礎技術研修（座学、現場研修など）を実施しました。（計２回：参加人数16名）
・営農指導のスキルアップのため、本所指導課職員による営農センター新任職員向けの営農指導基礎
研修会を開催しました。（計８回：参加人数58名）

基本方針3　営農指導体制の充実

ぱれっと　23　ぱれっと　



身
近
な
存
在
で
あ
る
「
岡
山
市
の
台
所
」
と
し
て

活
力
・
意
欲
あ
る
農
業
を
め
ざ
す
！

基
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て

   

岡
山
市
の
中
心
部
で
あ
る
利
点
を
活
か
し
、
身
近
な

存
在
と
し
て
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
消
費
者
に
届
け
、

持
続
可
能
な
農
業
を
目
指
し
ま
す
。

高
品
質
な
農
産
物
の
生
産
と
、

生
産
部
会
の
維
持
拡
大

　
園
芸
産
地
と
し
て
、
維
持
で
き
る
よ
う
品
目
を
選

定
し
、
さ
ら
な
る
品
質
の
維
持
お
よ
び
技
術
向
上
と

安
定
出
荷
を
図
る
た
め
、
品
目
ご
と
に
栽
培
講
習
会

や
定
例
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
備
前
広
域
農
業
普

及
指
導
セ
ン
タ
ー
の
指
導
に
よ
る
実
地
講
習
会
を
年

２
回
以
上
実
施
し
ま
し
た
。（
生
産
部
会
組
織
数
：
20
）

　
出
荷
前
に
は
査
定
会
を
開
き
、
選
果
基
準
を
揃
え
品

質
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
生
産
部
会
を
対
象
と
し
た
土
壌
診
断
を
行
い
、
ほ
場

巡
回
に
よ
る
栽
培
指
導
・
栽
培
面
積
維
持
拡
大
へ
の
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
品
種
の
試
験
栽
培
と
生
育
を
調
査
し
、
導
入
へ
の

検
討
を
図
り
ま
し
た
。（
ダ
イ
コ
ン
・
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
）

新
規
就
農
者
へ
の
支
援

　
農
家
の
世
代
交
代
に
よ
る
遊
休
農

地
の
増
加
に
よ
る
技
術
継
承
問
題
の

解
消
の
一
つ
と
し
て
、
就
農
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
岡
山
市
な
ど
の
自
治
体
と
連
携
し
、

新
規
就
農
者
の
育
成
や
相
談
会
を
実

施
し
ま
し
た
。  

    

令
和
４
年
度
は
、
新
た
に
３
名
就

農
し
、
販
売
手
続
き
施
設
の
導
入
・

農
機
具
購
入
等
へ
の
補
助
金
申
請
・

支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　
生
産
部
会
に
て
、
新
規
就
農
者
受

け
入
れ
に
関
す
る
会
議
を
開
き
、
行

政
機
関
を
含
め
た
話
し
合
い
を
行
い

ま
し
た
。

営
農
指
導
の
活
動
の
充
実

　
現
場
で
必
要
と
さ
れ
る
営
農
指
導

力
の
強
化
に
取
り
組
む
た
め
、
全
農
・

メ
ー
カ
ー
と
同
行
す
る
訪
問
活
動
を

行
い
ま
し
た
。（
同
行
訪
問
：
40
回

／
年
、
訪
問
件
数
：
２
１
７
２
件
／

年
）

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
毎
月
開

催
し
、
セ
ン
タ
ー
内
で
の
営
農
指
導

活
動
の
情
報
を
共
有
し
ま
し
た
。

２
年
目
に
つ
な
ぐ
セ
ン
タ
ー
長
の
思
い

　
昨
今
の
農
家
の
世
代
交
代
や
、
農
地
の
宅
地
化
な
ど
に
と
も
な
い
、
農
地
の

保
有
・
農
業
経
営
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
よ
る
後
継
者
不
足
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
生
産
部
会
組
織
が
20
部
会
あ
り
、
部
会
の

存
続
と
維
持
の
た
め
Ｔ
Ａ
Ｃ
指
導
員
が
中
心
と
な
っ
て
栽
培
面
積
維
持
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
況
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
当
セ
ン
タ
ー

で
も
対
面
で
の
消
費
宣
伝
活
動
に
よ
る
有
利
販
売
を
行
い
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
な

ど
の
情
報
収
集
や
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
の
取
り
組
み
を
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
に
も
市
場
な
ど
へ
の
視
察
や
商
談
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
情

報
を
共
有
し
、
産
地
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
岡
山
中
央
里
海
米
生
産
部
会
の
新
設
に
と
も
な
い
、
部
会
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
栽
培
講
習
会
や
、Ｇ
Ｉ
Ｓ
地
図

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
土
壌
診
断
の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
生
産
者
か
ら
は
、
農
産
物
お
よ
び
青
果
物
に
つ
い
て
の
高
単
価
で
の

市
場
取
引
を
要
望
さ
れ
る
声
の
他
、
肥
料
な
ど
の
資
材
高
騰
に
よ
る
厳
し
い
農

業
経
営
の
現
状
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
声
を
受
け
止

め
、
当
セ
ン
タ
ー

で
は
今
後
も
生
産

コ
ス
ト
の
低
減
対

策
を
行
い
Ｔ
Ａ
Ｃ

指
導
員
を
中
心
と

し
た
指
導
強
化
を

図
り
、
農
家
の
所

得
向
上
と
地
域
の

活
性
化
そ
し
て
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

沖
田
営
農
セ
ン
タ
ー

基本
テーマ

氏名:阿部 浩一
趣味:キャンプ、野球観戦
好物:焼肉　座右の銘:一期一会

沖
田
営
農

セ
ン
タ
ー

ぱれっと　45　ぱれっと　



　
７
月
28
日
、
牧
石
地
区
の
内
田
幸
治

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
就
農
し
た
き
っ
か
け
は

　
実
家
が
農
家
を
し
て
い
た
わ
け
で
も

な
く
農
業
に
関
し
て
は
全
く
知
識
も
な

く
、
建
築
業
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

以
前
か
ら
物
づ
く
り
が
好
き
な
の
で
、

会
社
勤
め
を
し
て
い
る
と
き
に
自
分
で

何
か
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
常

に
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
中
原
地
区
は
、
野
菜
作
り
に
適

し
た
土
壌
で
、
ネ
ギ
の
生
産
地
で
も
あ

り
、
自
分
で
も
や
っ
て
み
た
い
と
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。

　
２
年
半
前
に
、
ネ
ギ
生
産
者
の
友
達

が
法
人
化
し
て
、
従
業
員
を
探
し
て
い

た
時
に
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
は
こ

れ
だ
と
思
い
、
26
年
間
勤
務
し
た
会
社

を
辞
め
て
、
農
業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

―
農
業
を
始
め
て
か
ら
は

　
今
年
の
４
月
か
ら
、
36
㌃
の
ほ
場
で

栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
収
穫

作
業
を
は
じ
め
、
洗
浄
し
て
余
分
な
葉

を
落
と
し
、
１
㌔
の
束
に
し
て
い
き
、

市
場
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
ろ
に

は
も
う
夕
方
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
ネ
ギ
農
家
に
友
人
が
多
い
た
め
栽
培

に
つ
い
て
解
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
の
で
助
か
っ
て
い

ま
す
。

　
青
ネ
ギ
は
、
周
年
の
サ
イ
ク
ル
で
毎

日
収
穫
す
る
こ
と
が
可
能
な
た
め
、
一

年
間
継
続
し
て
出
荷
す
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

―
楽
し
い
こ
と
は

　
ネ
ギ
の
栽
培
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
作

業
工
程
を
一
人
で
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
す
が
、
そ
れ
で
も
試
行
錯
誤
し
て
作

り
上
げ
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
、
ま
っ
す
ぐ
で
き
れ
い
な
ネ
ギ
が
で

き
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

　
失
敗
し
て
悔
し
い
思
い
を
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
ま
た
頑
張
れ

ま
す
。
農
業
は
、
や
れ
ば
や
る
だ
け
結

果
が
出
る
の
で
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

―
今
後
の
抱
負
は

　
も
っ
と
栽
培
面
積
を
拡
大
し
て
、
品

質
の
高
い
も
の
を
作
り
た
い
。

　
自
分
が
作
っ
た
ネ
ギ
が
市
場
で
信
頼

さ
れ
認
め
ら
れ
て
、
店
頭
で
消
費
者
の

方
に
選
ば
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
で

き
る
で
き
な
い
を
考
え
る
よ
り
、
や
る

か
や
ら
な
い
か
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
い
つ

ま
で
も
前
向
き
に
頑
張
り
ま
す
。

Interview [インタビュー]

聞
き
手
：
J
A
岡
山
広
報
担
当

市場に信頼され、認められ、
消費者に選ばれる青ネギを作りたい
市場に信頼され、認められ、
消費者に選ばれる青ネギを作りたい

vol.27７

農
を担う

物
づ
く
り
が
好
き
だ
っ
た
。

自
分
で
何
か
し
て
み
た
か

っ
た
。

消
費
者
に
選
ば
れ
る

品
質
の
高
い
ネ
ギ
を
作
る

内田 幸治さん
「うちだ　こうじ」
昭和４９年生まれ。青ネギ農家。趣味は、お酒とバイクツーリング。
座右の銘は「やるか、やらないか」。

牧石地区：青ネギ農家

一本一本丁寧に選別をします ネギ本来の風味と新鮮さを届けます

ネギを収穫する内田さん

ぱれっと　1011　ぱれっと　



資料4 ホトトギスのタイプの違い

資料5 ホトトギスの生育と作業時期

資料6 ホトトギスの病害虫

資料1 播種

資料3 収穫資料2 キスジノミハムシの
　　　 食害を受けたダイコン

畝幅1.2m

株間
25～30cm

条間
40～50cm 1ヶ所4～5粒の

点播きとする

葉柄

正常

葉柄を切って、断面の一部がす入り
（スポンジ状）していたら根もす入り
している可能性が大きい

す入り

10987654321月 1211

主な
管理・作業

植え付け・株分け（盛夏時は半日陰に）

施肥

種播き 挿し芽

各節に花が咲くホトトギス、上部に花房状に着くタイワンホトトギス、
下垂するジョウロウホトトギス

ルリタテハの成虫と幼虫、白絹病(野菜での発生例)

●
ダ
イ
コ
ン
に
つ
い
て

　中
央
ア
ジ
ア
原
産
で
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ

た
野
菜
で
す
。
春
播
き
か
ら
秋
播
き
ま
で

で
き
、
8
月
末
か
ら
9
月
播
き
で
は
11
月

末
か
ら
収
穫
で
き
ま
す
。
形
も
聖
護
院
の

よ
う
な
丸
ダ
イ
コ
ン
か
ら
一
般
的
な
細
長

い
も
の
、
青
首
ダ
イ
コ
ン
や
白
首
ダ
イ
コ

ン
な
ど
色
々
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
先
月

に
続
き
根
菜
類
と
な
り
ま
す
が
、
栽
培
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
畑
の
選
定
と
栽
培
適
温

　畑
は
深
く
耕
せ
る
排
水
性
の
よ
い
肥
沃
な

所
が
適
地
に
な
り
ま
す
。
も
し
水
は
け
の
悪

い
所
で
栽
培
し
、
大
雨
が
降
り
水
が
停
滞
し

た
場
合
、
根
が
放
射
状
に
伸
び
て
し
ま
い
太

ら
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
排

水
性
の
悪
い
所
し
か
な
い
場
合
に
は
な
る
べ

く
高
畝
で
栽
培
し
ま
し
ょ
う
。

　ダ
イ
コ
ン
は
比
較
的
冷
涼
な
気
候
を
好

み
、
生
育
適
温
は
17
〜
20
℃
で
す
が
、
生

育
初
期
は
0
〜
35
℃
ま
で
耐
え
ま
す
。
た

だ
し
根
が
太
っ
て
く
る
と
5
℃
以
下
の
低

温
や
30
℃
以
上
の
高
温
に
な
る
と
生
理
障

害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
種
の
袋

の
裏
の
品
種
特
性
を
よ
く
読
み
、
無
理
な

早
播
き
や
遅
播
き
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

●
畑
の
準
備

　播
種
の
1
カ
月
前
に
10
平
方
㍍
あ
た
り

堆
肥
約
20
㌔
、
苦
土
石
灰
等
を
1
㌔
施
用

し
、
深
く
耕
し
ま
す
。
ダ
イ
コ
ン
は
地
中

に
伸
び
て
い
く
の
で
ス
コ
ッ
プ
等
を
使
っ

て
耕
し
、
又
根
の
原
因
に
な
る
小
石
も
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。
播
種
の
7
〜
10
日

前
に
10
平
方
㍍
あ
た
り
J
A
岡
山
専
用
有

機
肥
料
等
を
約
1.
2
㌔
施
用
し
、
2
条
播

き
な
ら
幅
1.
2
m
の
畝
を
作
り
ま
す
。

●
播
種
・
防
除

　播
種
前
日
ま
で
に
十
分
灌
水
を
行
い
、

条
間
40
〜
50
㌢
、
株
間
25
〜
30
㌢
の
2
条

に
播
種
し
ま
す
（
資
料
1
）。
1
ヶ
所
に
4

〜
5
粒
種
を
お
と
し
、
1
㌢
程
度
の
覆
土

を
お
こ
な
い
、
軽
く
土
を
押
さ
え
ま
す
。

　こ
の
時
期
は
害
虫
が
多
い
た
め
、
播
種

後
に
防
虫
ネ
ッ
ト
等
で
ト
ン
ネ
ル
状
に
被

覆
す
る
と
物
理
的
に
害
虫
が
入
っ
て
こ
れ

な
い
の
で
耕
種
的
防
除
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
内
で
害
虫
が
見
え
た
ら
早
め
に

取
り
除
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　播
種
前
に
ス
タ
ー
ク
ル
粒
剤
を
10
平
方

㍍
あ
た
り
60
㌘
で
播
溝
土
壌
混
和
し
て
お

く
と
、
根
を
食
害
す
る
キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム

シ
に
有
効
で
す
（
資
料
2
）。
こ
の
薬
剤
は

ア
ブ
ラ
ム
シ
に
も
有
効
で
す
が
使
用
す
る

と
間
引
き
菜
や
ダ
イ
コ
ン
葉
と
し
て
は
利

用
で
き
な
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
間
引
き

　間
引
き
は
3
回
に
分
け
て
徐
々
に
行
い

ま
す
。
1
回
目
の
間
引
き
は
子
葉
が
開
い

た
時
（
ハ
ー
ト
型
の
葉
）
に
1
ケ
所
3
〜
4

本
に
な
る
よ
う
に
間
引
き
ま
す
。
2
回
目

は
本
葉
が
2
〜
3
枚
の
時
に
1
ケ
所
2
本

に
な
る
よ
う
に
間
引
き
ま
す
。、
3
回
目
の

最
終
間
引
き
が
本
葉
6
枚
の
こ
ろ
に
1
ケ

所
1
本
と
し
ま
す
。
間
引
く
株
は
病
害
虫

の
被
害
を
受
け
た
株
、
遅
れ
株
等
を
間
引

き
、
残
す
株
は
左
右
対
称
の
き
れ
い
な
株

を
残
し
て
く
だ
さ
い
。

●
追
肥

　間
引
き
が
終
わ
り
一
ヶ
所
1
本
と
な
る

と
追
肥
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
J
A
岡
山

専
用
有
機
肥
料
等
を
10
平
方
㍍
あ
た
り
約

5
0
0
㌘
を
条
間
の
間
に
施
用
し
ま
す
。

施
用
時
に
ク
ワ
な
ど
で
軽
く
土
と
混
ぜ
、

株
元
へ
土
寄
せ
し
ま
す
。

●
収
穫

　収
穫
は
播
種
後
90
日
以
降
が
収
穫
適
期

と
な
り
ま
す
。
十
分
太
っ
て
い
る
か
を
確

認
し
、
順
次
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
ダ
イ
コ

ン
は
収
穫
が
遅
れ
る
と
す
入
り
し
て
し
ま

い
ま
す
（
資
料
3
）。
あ
ま
り
収
穫
が
遅
れ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ダ
イ
コ
ン
に
は

色
々
な
種
類
が

あ
り
ま
す

ホ
ト
ト
ギ
ス

　庭
に
植
え
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
仲
間
は
日
本
を
中
心
に
東
ア
ジ
ア
か

ら
イ
ン
ド
ま
で
の
地
域
に
約
20
種
あ
り
、
日
本

に
は
内
13
種
自
生
し
て
い
る
と
さ
れ
ま
す
。

　代
表
的
な
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
丈
夫
で
育
て
や

す
い
の
で
す
が
、
放
送
中
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
牧
野
富
太
郎
博

士
が
高
知
県
横
倉
山
で
発
見
し
た
ジ
ョ
ウ
ロ
ウ

ホ
ト
ト
ギ
ス
な
ど
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

る
希
少
な
も
の
も
あ
り
ま
す
（
こ
の
よ
う
な
種

は
栽
培
の
難
易
度
も
高
く
、
基
本
的
に
は
植
物

園
や
自
生
地
を
訪
ね
て
鑑
賞
す
る
の
が
よ
さ
そ

う
で
す
。
あ
え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
も
や
り
が

い
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。

　開
花
期
は
そ
の
種
に
よ
っ
て
8
〜
10
月
と
秋

に
長
く
楽
し
め
ま
す
。
今
は
植
え
替
え
等
の
時

期
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
店
頭
で
花
を
見
て
入

手
で
き
る
時
期
で
す
。

　花
言
葉
は
「
永
遠
の
若
さ
」「
秘
め
た
意
思
」

な
ど
、
鑑
賞
期
間
の
長
さ
や
半
日
陰
に
咲
く
性

質
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
ジ
ョ
ウ
ロ
ウ
ホ
ト
ト

ギ
ス
（
上
臈
杜
鵑
草
）
の
花
こ
と
ば
は
「
あ
な

た
の
声
が
聞
き
た
く
て
」。

●
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
（
資
料
4
）

・
中
国
地
方
の
山
歩
き
で
も
時
々
見
か
け
る
ヤ

マ
ジ
ノ
ホ
ト
ト
ギ
ス
な
ど
、
白
ま
た
は
黄
色

の
花
を
上
向
き
に
咲
か
せ
る
仲
間
、
ヤ
マ
ホ

ト
ト
ギ
ス
や
多
摩
川
ホ
ト
ト
ギ
ス
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

・
ジ
ョ
ウ
ロ
ウ
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
日
陰
の
崖
な
ど

に
茎
が
下
垂
し
て
生
育
、
そ
の
節
に
黄
色
い

釣
り
鐘
型
の
花
を
下
向
き
に
咲
か
せ
ま
す
。

・
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
、
名
前
の
と
お
り
鳥
の
胸
の

模
様
の
よ
う
な
ま
だ
ら
模
様
の
花
を
葉
の
わ

き
に
上
向
き
に
咲
か
せ
ま
す
。
明
る
い
日
陰

が
適
地
で
す
。
冬
、
地
上
部
は
枯
れ
ま
す

が
、
株
は
耐
寒
性
で
す
。

・
タ
イ
ワ
ン
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
台
湾
と
沖
縄
に
自

生
し
、
伸
び
た
茎
の
上
部
に
花
房
状
に
開
花

し
ま
す
。
白
っ
ぽ
い
花
の
弁
先
が
紫
が
か

り
、
よ
り
紫
藤
色
が
か
っ
た
花
が
美
し
い
交

配
種
も
育
成
さ
れ
て
い
て
、
切
り
花
向
き
の

ス
タ
イ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

　多
く
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
異
な
り
、
日
向
で
栽

培
で
き
ま
す
が
、
冬
は
半
耐
寒
性
で
す
。

●
栽
培
方
法
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
タ
イ
ワ
ン
ホ
ト

ト
ギ
ス
な
ど
）（
資
料
5
）

○
栽
培
環
境

　ホ
ト
ト
ギ
ス
は
6
月
ご
ろ
ま
で
は
日
当
た

り
の
よ
い
と
こ
ろ
が
よ
く
、
そ
の
後
は
夏
の

強
光
で
傷
む
こ
と
が
あ
る
の
で
、
明
る
い
半

日
陰
に
し
ま
す
。

　乾
燥
を
嫌
う
の
で
、
水
切
れ
し
な
い
管
理
、

乾
き
す
ぎ
な
い
環
境
が
適
し
ま
す
。
ま
た
、

土
壌
の
通
気
性
も
大
切
な
の
で
、
排
水
対
策

も
必
要
で
す
。
空
中
湿
度
を
保
た
せ
る
よ
う
、

夏
は
可
能
な
ら
周
辺
に
打
ち
水
を
し
ま
す
。

○
植
え
付
け
・
植
え
替
え
・
株
分
け

　時
期
は
2
月
下
旬
〜
4
月
。
鉢
植
え
で
は

1
〜
2
年
に
一
度
、
地
植
え
で
は
数
年
に
一

度
行
い
ま
す
。
株
を
掘
り
上
げ
、
軽
く
根
を

ほ
ぐ
し
て
傷
ん
だ
根
な
ど
を
と
り
、
無
理
な

く
分
か
れ
る
部
分
で
分
け
ま
す
。

　地
植
え
の
場
合
は
、
腐
葉
土
を
混
ぜ
込
み
、

い
く
ら
か
緩
効
性
化
成
肥
料
を
施
用
し
、
畝

を
作
っ
て
通
気
を
確
保
し
ま
す
。

　鉢
植
え
の
場
合
は
底
に
軽
石
な
ど
を
敷
き
、

市
販
の
山
野
草
用
土
を
入
れ
る
か
、
小
粒
赤

玉
土
に
腐
葉
土
を
混
ぜ
、
パ
ー
ラ
イ
ト
を
1

割
程
度
加
え
て
透
水
性
を
よ
く
し
た
用
土
を

調
整
し
て
使
い
ま
す
。

　植
え
付
け
後
は
た
っ
ぷ
り
水
や
り
し
、
そ

の
後
は
乾
燥
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
灌
水

管
理
し
ま
す
。

○
採
種
・
種
播
き

　11
月
以
降
、
果
実
が
黄
色
く
な
り
、
種
が

落
ち
る
前
に
茎
ご
と
切
り
取
っ
て
日
陰
で
乾

燥
さ
せ
、
採
種
し
ま
す
。

　種
は
す
ぐ
に
播
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
が
、

乾
燥
保
管
し
、
3
月
に
播
い
た
方
が
育
苗
管

理
が
短
期
間
に
な
り
ま
す
。
覆
土
は
5
㍉
程

度
、
発
芽
ま
で
乾
燥
し
な
い
よ
う
に
。

○
挿
し
木

　5
〜
6
月
ご
ろ
、
伸
び
て
き
た
茎
を
切
っ
て

水
あ
げ
し
、
2
〜
3
節
に
切
り
、
下
の
節
の
葉

を
切
り
取
り
、
清
潔
な
用
土
に
挿
し
て
明
る
い

日
陰
で
管
理
す
れ
ば
、
挿
し
苗
が
養
成
で
き
ま

す
。
茎
の
中
間
部
の
発
根
が
よ
い
よ
う
で
す
。

○
病
害
虫
（
資
料
6
）

　地
際
に
白
い
か
び
と
仁
丹
状
の
菌
核
が
で
き

る
白
絹
病
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ひ

ど
い
株
は
早
期
廃
棄
し
、
リ
ゾ
レ
ッ
ク
ス
水
和

剤
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

　そ
の
ほ
か
、
春
先
に
は
ナ
メ
ク
ジ
な
ど
の
食
害

に
、
夏
に
は
ル
リ
タ
テ
ハ
の
幼
虫
の
食
害
に
あ
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
早
期
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

野
菜

花
き

家
庭
園
芸

楽
し
い

お問い合わせ先
営農部指導課
Tel.086（225）3224

2023.9

営農部指導課
中川 雄一

営農部指導課
祇園 将人

秋
を
感
じ
る

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
花

ぱれっと　1213　ぱれっと　2023.9 2023.9



JA岡山からのお知らせ

JA OKAYAMA

資料7 今月の主な作業

ブドウ・モモ・
ナシ・カキ・
リンゴ・イチジク

品　目 作業内容

灌水、収穫、礼肥

梅・スモモ・
ブルーベリー 灌水

ミカン 灌水、
仕上げ摘果

キウイフルーツ 灌水、枝管理

ビワ 灌水、せん定
（結果樹）

資料8 ガムテープによる果実の固定

　今
年
の
夏
は
（
6
月
中
旬
ま
で
朝
晩
が
涼

し
く
）
梅
雨
の
期
間
が
や
や
長
く
、
曇
天
や

降
雨
が
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は

好
天
が
続
き
、気
温
が
高
く
推
移
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
く
と
思
い
ま
す
の

で
、
熱
中
症
や
夏
バ
テ
し
な
い
よ
う
体
調
管

理
に
は
十
分
注
意
し
な
が
ら
作
業
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
（
資
料
7
）。

　今
月
は
モ
モ
の
収
穫
も
終
わ
り
、
ブ
ド
ウ

や
ナ
シ
等
の
収
穫
時
期
が
本
格
化
し
ま
す
。

一
方
で
、
台
風
に
よ
る
強
風
や
秋
雨
前
線
に

よ
り
果
実
品
質
の
低
下
、
落
果
や
落
葉
が
起

こ
り
、
今
年
の
果
実
だ
け
で
な
く
、
来
年
の

初
期
生
育
に
も
影
響
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　収
穫
が
終
わ
っ
た
後
は
、
園
地
か
ら
足
が

遠
の
い
て
管
理
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
来
年
の
安
定
結
実
の
た
め
に
も
栄
養

と
水
分
の
補
給
を
行
い
、
来
年
へ
向
け
て
の

貯
蔵
養
分
を
蓄
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
礼
肥
の
施
用

　今
年
は
、
梅
雨
の
曇
雨
天
や
梅
雨
明
け
後

の
高
温
乾
燥
に
よ
り
、
樹
体
に
か
な
り
の
負

担
が
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。「
お
疲

れ
様
で
し
た
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
礼
肥
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
J
A
の
果

樹
施
肥
例
を
参
考
に
施
肥
し
た
後
、
十
分
灌

水
し
て
肥
料
の
分
解
吸
収
を
促
進
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
晴
天
が
続
く
場
合
は
、

5
日
お
き
に
灌
水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
礼

肥
の
施
用
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
月

号
に
記
述
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
省
略

し
ま
す
。

●
収
穫
に
つ
い
て

　秋
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
が
厳
し

い
時
期
で
す
。
日
中
の
気
温
が
高
い
時
間

帯
に
収
穫
す
る
と
果
実
温
度
も
高
く
な
り
、

収
穫
後
の
日
持
ち
が
悪
く
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
収
穫
は
果
実
温
度
が
低
い
早
朝

に
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
イ
チ
ジ
ク
の
管
理
（
収
穫
作
業
）

　桝
井
ド
ー
フ
ィ
ン
は
8
月
中
旬
ご
ろ
か

ら
、
蓬
莱
種
は
8
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
収
穫

が
始
ま
り
、
10
月
下
旬
ご
ろ
ま
で
収
穫
期

が
続
き
ま
す
。
収
穫
の
時
間
帯
の
気
温
が

そ
の
後
の
果
実
の
鮮
度
に
影
響
し
ま
す
。

朝
8
時
を
過
ぎ
る
と
果
実
内
温
度
が
急
上

昇
し
ま
す
の
で
、
気
温
の
低
い
時
間
帯
に

適
熟
果
を
判
断
し
、
収
穫
し
ま
す
。

　桝
井
ド
ー
フ
ィ
ン
で
は
、
着
色
に
よ
り

収
穫
時
期
を
判
断
し
ま
す
。
果
皮
の
着
色

程
度
が
8
月
で
は
、
70
％
程
度
、
9
月
で

は
90
％
程
度
を
目
安
と
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。

　蓬
莱
種
で
は
、
果
実
が
下
垂
し
、
果
頂

部
（
尻
）
裂
果
が
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に

収
穫
し
ま
す
。
イ
チ
ジ
ク
の
果
皮
は
柔
か

い
の
で
、
手
で
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
し
て

収
穫
し
ま
す
。
収
穫
時
に
樹
液
が
手
に
つ

く
と
か
ぶ
れ
る
の
で
、
薄
手
の
ゴ
ム
手
袋

で
収
穫
し
ま
す
。

●
台
風
対
策

　台
風
の
襲
来
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
防

風
ネ
ッ
ト
の
設
置
や
点
検
、
明
渠
の
設
置

や
清
掃
、
棚
の
補
強
な
ど
事
前
に
対
策
を

行
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
収
穫
可
能
な
果

実
が
あ
れ
ば
事
前
に
収
穫
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　台
風
通
過
時
は
危
険
な
の
で
園
地
の
見

回
り
な
ど
は
避
け
、
安
全
な
場
所
で
通
過

を
待
ち
ま
す
。
通
過
後
は
、
安
全
を
確
保

し
、
樹
の
状
況
確
認
や
園
地
の
見
回
り
を

行
い
、
必
要
な
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
ナ
シ
の
台
風
対
策
に
つ
い
て

◆
事
前
対
策

・
ガ
ム
テ
ー
プ
で
落
果
防
止
を
行
う（
資
料

8
）。

・
風
に
煽
ら
れ
て
棚
や
枝
が
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
と
落
果
し
や
す
い
為
、
棚
面
を
し
っ

か
り
支
柱
で
固
定
す
る
。
ま
た
、
棚
面

営農部指導課
武田 祐一

の
点
検
、
損
傷
部
分
を
補
強
す
る
。

・
防
風
施
設
な
ど
の
点
検
、
整
備
を
行
う
。

・
幼
木
は
倒
伏
防
止
で
支
柱
に
よ
る
補
強

に
努
め
る
。

・
過
剰
雨
水
を
排
除
す
る
為
、
園
内
や
周
囲

の
排
水
路
を
設
け
る
。
整
備
園
で
は
、
機

能
性
を
点
検
す
る
。

◆
事
後
対
策

・
傷
つ
い
た
果
実
は
摘
果
す
る
。
但
し
、
結

果
量
が
少
な
く
な
る
場
合
は
、
そ
の
後
の

新
梢
が
徒
長
し
な
い
よ
う
に
枝
管
理
を
徹

底
す
る
。

・
折
損
し
た
枝
は
切
り
直
し
、
大
き
な
切
口

は
保
護
剤（
ト
ッ
プ
ジ
ン
M
ペ
ー
ス
ト
）を

塗
布
す
る
。
ま
た
、
裂
け
た
部
分
は
縄
等

で
縛
り
、
癒
合
促
進
す
る
。

・
台
風
通
過
後
は
病
害
が
発
生
し
や
す
い
の

で
、
作
業
防
除
暦
を
参
考
に
防
除
を
徹
底

す
る
。

来
年
の
生
育
に

向
け
て
準
備
を

し
ま
し
ょ
う

お知らせお知らせ

※写真はイメージです

2023年9月号チラシ掲載商品
・玉ねぎ苗
・玉ねぎ植え付け　各種資材・農薬
・玄米専用低温貯蔵庫・米びつクーラー
・ヤマトのはかり各種
・秋の花・野菜の病害虫対策！フマキラー
・くらしの宅配便
・今月のおすすめ

　購買品注文ならびに、令和5年度柑橘苗木注文取りま
とめについてのチラシを広報誌「ぱれっと」の中に折り
込んでおりますのでご利用ください。　

「税務相談会」のご案内

■受付時間…10：00～15：30
■相談時間…お一人さま約30分（1回）
■相談費用…お一人さま1,000円（1回）
　　　　　　ただし、 JA岡山青色申告会の会員
　　　　　　の方は無料
■申込期日…開催日の5日前まで

■申込方法…各支所で相談依頼書にてお申し込
　　　　　　みください
■お問い合わせ…各支所まで
■開催日程…9月21日（木）興除支所
　　　　　　　　22日（金）山南支所

　相続や贈与、所得に関することなど、暮らしの中のさまざまな税金に
ついて、専門の税理士が相談にお答えします。

果
樹

株式会社JA岡山
生活事業部からのお知らせ

お葬式の疑問「事前相談」で
解消しませんか？
相談無料、まずはお気軽に

お電話ください。
やすらぎ東会館　
岡山市東区西大寺中野377-6　TEL（086）944-2800

　ホームページにはご葬儀や各種イベントに関する
情報を多彩に掲載しております。また、ホームペー
ジからの資料請求も受け付けております。皆さま
のアクセスをお待ちしております！

【URL】https://sougi.ja-okayama.or.jp/
（JA公式サイトからもアクセス可能です）

墓石、仏壇・仏具、ギフトのご用命もJAへ！
生活事業部TEL（086）944-0048

株式会社JA岡山
農機車輌事業部からのお知らせ

営業時間　9：00～18：00

秋の農繁期対応は
日曜日・祝日も営業致します。

●8月27日（日）～9月24日（日）
　オートパル加茂川農機センター（農機センターのみ）  
………………………………… TEL（0867）34-1155

●9月10日（日）～10月22日（日）
　オートパル足守農機センター（農機センターのみ） 
………………………………… TEL（086）295-1005

　オートパル御津農機センター（農機センターのみ） 
………………………………… TEL（086）724-0540

●10月8日（日）～11月5日（日）
　西大寺農機センター…………  TEL（086）944-2895
　興除農機センター…………… TEL（086）298-9515
　興除農機センター吉備駐在所 TEL（086）293-4088
　瀬戸内農機センター………… TEL（0869）22-0274
※状況に応じて農繁期対応を延長する場合がございます。

ぱれっと　142023.915　ぱれっと　
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JA岡山  広報誌
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vol.277

2023 September

地域によろこびの
種をまく

JA岡山は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

オ ン ラ イ ン

かやは な
オンラインショップ

JA岡山JA岡山
各種媒体で情報発信

岡山市に誕生する
文化芸術の拠点
岡山芸術創造劇場 ハレノワ

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

あぐろ
グラム

Ag
lo

gr
am

編集後記

・冷凍シーフードミックスの他に、お好みで冷凍えび
やあさりの冷凍や水煮を追加しても美味しいです。
・ゴボウ、レンコンはカットして水煮状態のものを使
用すると時短で簡単に調理できます。

Point!

ノートルダム清心女子大学  食品栄養学科 学生考案レシピ

材料（2人分）

海鮮卵とじ丼

❶ゴボウはささがき、レンコン・ニンジンはいちょう切り、黄ニラは3～4㎝
程度に切る。

❷❶の材料をそれぞれゆでる。
❸＜調味料A＞とシーフードミックスをフライパンに入れ煮立たせる。
❹ ❷でゆでたゴボウ、レンコン、ニンジンを加え軽く煮込んでから溶いた卵
を加えふたをし、半熟状態まで火を通す。

❺ご飯の上に❹をのせてから、黄ニラと小口切りにした青ネギを散らす。

9

今月の折り込み 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか令和５年度柑橘苗木注文申込書
2023年９月号カタログショッピングチラシ

　今回のあぐろグラムでは、９月１日にグランドオープンする「ハレノワ」について紹介いたします。
　ハレノワは、市民に長年親しまれてきた岡山市民会館と岡山市立市民文化ホールに代わる新しい文化
芸術施設です。「魅せる」「集う」「つくる」というコン
セプトに沿って、優れた舞台芸術作品の鑑賞機会の
提供や、アーティストと市民が出会う体験型ワーク
ショップなどでの交流、演劇・ダンスの作品創りなど
を行います。
　魅力ある公演の開催が予定されていますのでぜひ、
ハレノワ公式サイトをチェックしてみてください。

編集担当　難波　昭浩

農を担う
青ネギ農家　内田 幸治 さん
牧石地区………10ページ

農を担う
青ネギ農家　内田 幸治 さん
牧石地区………10ページ

農を担う
青ネギ農家　内田 幸治 さん
牧石地区………10ページ

特集「営農振興計画」のあゆみ

ご飯…………………………… 1合
シーフードミックス ……… 140ｇ
黄ニラ…………………………20ｇ
ゴボウ…………………………30ｇ
ニンジン………………………20ｇ
レンコン ………………………30ｇ
青ネギ…………………………少々
卵 …………………………… 2個

＜調味料Ａ＞
白だし…………………… 大さじ3
みりん…………………… 大さじ３
水 …………………………170cc




